
　今回の議案は「電話応対技能検定の実
施状況報告」「電話応対技能検定実施計
画について」「電話応対技能検定実施機関
の認定及び認定返上について」の3つでし
た。電話応対技能検定をより拡大させるため
に熱のこもった議論が繰り広げられました。

　まず、日本電信電話ユーザ協会事務局よ
り、もしもし検定の実施状況が説明されました。

（1）専門委員会等の活動状況について
　電話応対技能検定専門委員会は計16回
開催され、実施期間の認定、試験官の指
名、指導者の要請などを実施しました。
　1級資格者の中から指導者級に認定する
ための指導者要請講座が、2013年2月と8月
の2回、開催されました。合格者は、2月の講座
から35名、8月の講座から20名。応募者は昨
年同様、企業内の方が増えており、2月と8月
応募者の合計は68名でした。これで指導者
級資格保持者は、累計267名に達しました。
　2013年7月には、検定における実技試験
および記述・論述試験の採点精度を高め、相
互研鑽の場として、指導者級資格保持者の
勉強会（品質保持研究会）が開催されまし
た。指導者級資格保持者1期生～11期生の
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61名が参加し、グループワークによる勉強会、
ならびに株式会社ダイナステップ取締役副社
長・横山 達也氏による講演会が実施されまし
た。

（2）電話応対技能検定の実施について
　これまでの1～3級の検定について受験者
数、合格者数が報告されました。2013年の受
験者数は、すべての級で前年を上回る見込
みで、2013年1月～10月までの受験者数の累
計は2,897名。これにより、2009年からの受験者
数の延べ人数は10,079名となり、ついに1万人
を突破しました。合格者数も延べ8,218名とな
り、検定が着実に定着、拡大している様子が
見て取れます。

（3）4級の新設について
　電話応対技能検定は、2014年1月に試験
開始から満5周年を迎えます。これまでの5年
間の総括をもとに、「電話応対技能」に対す
る関心を掘り起こすことを目的に、参加しやす
い、筆記試験のみでの選考を行う「電話応
対技能検定4級資格試験」を新設。これによ
り、検定のさらなる充実、拡大を図ります。
　告知は、2013年9月4日より実施機関へ周
知。10月からは協会のホームページや、協会
月刊誌「テレコムフォーラム」などを通じ、一般
の方 に々も周知しています。11月には電話応
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対コンクールの全国大会で、プレスセンターに
て報道発表を行うなどしました。

（4）その他の活動について
　電話応対技能検定の普及に向けた取り組
みが報告されました。具体的には、制度概要を
説明した冊子の改訂版、「4級新設」のチラシ
を、PRツールとして作成・配布。検定試験の過
去問題集の発行、4級受験者向けに「3級/4
級問題集」を発行。検定導入企業の取り組み
や受験者の声などを月刊誌「テレコムフォーラ
ム」や協会ホームページに掲載などです。
　また、協会ホームページ上に実施機関専
用ページを設け、検定実施機関向けのコン
テンツを掲載し、検定実施機関の広報活動
を支援しました。
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　2014年のもしもし検定について、実施する
取り組み内容が報告されました。

（1）基本方針と実施策
　基本方針は、2014年1月より開始される4級
資格をトリガーとした「受験者数の一層の拡
大」。指導者級資格保持者が順次5年間の
更新時期を迎えるタイミングを見据えた「指導
者級資格保持者の指導・育成力の一層の強
化」に取り組むというものです。
　具体的には、電話応対技能検定の普及拡
大の重点ターゲットを「4級」とし、電話応対の
エキスパートを目指す層を拡大し、さらに4級プ
ロモーションを積極的に行うことで、電話応対
技能検定の知名度向上に取り組むものです。

（2）指導者育成の充実に向けて
　2014年2月および8月に、スキルの充実を目
的に、1級合格者のための指導者級資格保
持者養成講座が実施されることが報告されま
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した。また、同年7月には、第2回「指導者級資
格保持者の勉強会」を実施。この勉強会は、
指導者級資格保持者の指導・育成力の強化
を目指すものです。
　検定実施機関および指導者級資格保持
者に対する支援として、協会ホームページの
充実、指導補助教材の提供や紹介をしていく
ことが報告されました。

（3）2014年の検定試験について
　試験問題の充実を図るために、試験問題
の作問者を増員。また、検定の運営業務の
適正化をならびに事務処理の軽減のため
に、導入したWEBシステムのさらなる充実を
図ります。
　ここまで紹介した様 な々施策を実施するこ
とで、2014年の検定受験者数の目標は、累計
6,300名とし、2014年12月末時点の延べ受験
者16,000名超を目指すことが報告されました。
　実施機関については、2012年11月以降に
申請のあった9実施機関について専門委員
会にて認定されたことが報告されました。
　また、認定返上の申請のあった2機関につい
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て専門委員会にて認定を取り消したため、この
結果、実施機関総数は114機関となりました。

　以上、3つの議案について事務局から報告
を受け、各委員がそれぞれ専門の立場から
質疑応答を行いました。
　その中には、「電話応対技能検定は、日
本語の乱れ、特に若者の言葉の乱れを是
正する役割として大いに期待している」と
いった主旨の発言がありました。4級新設に
ついても「電話応対技能検定4級を保持す
るということは社会人としての日本語力を
持っている証となり、それが就職でも有利に
働くような環境が形成されることが理想」と
し、大学生などを中心にPRしていく重要性
についての提言がありました。
　今後、大学生などへの普及のためには「も
しもし検定の指導者級資格保持者と、大学
がどのように連携が取れるかがポイントにな
る」といった未来に向けた話しがされ、委員
会は閉会となりました。
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2013年は、1級～3級のすべての受験者数が前年を上回り、ますます普及が進んでいる電話応対技能検定（もしもし検定）。
電話応対技能検定委員会は、同検定の計画、実施、あり方などについて専門的かつ俯瞰（ふかん）的な立場で議論する組織
で、委員長含め8名からなる委員会と、5名からなる専門委員会で構成されています。2013年11月29日（金）、第7回の委員会
が開催され、2012年11月1日から2013年10月30日までの活動の総括、課題の洗い出しと検討、今後の取り組みなどが議論
されました。

すべてはCS向上のために


